
宣 言 日 令和　　3年　10月　28日

住 所 埼玉県大里郡寄居町鉢形1757-1

県 内 企 業 等 の 名 称 関東建設株式会社

代表者役職 氏名 代表取締役　新井　優幹

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

CO₂排出量削減　3％減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

CO₂排出量削減　1％減

業務車両ガソリン・軽油・事業所内電気使
用量の削減を行い、CO₂排出量削減を目
指します。
<エコアップ認証による2019年度実績>
CO₂排出量　71.3ｔ/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

私たち関東建設株式会社は『安心・安全・街づくり～子供たちの笑顔があふれる地域へ』の経営理念の
もとに、社員一人一人が環境保全を意識し、地球環境保全のための資源循環型社会構築を推進、環境
負荷を低減しSDGｓ達成に貢献していきます。

関東建設株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

地域貢献・社会貢献につながる活動への
積極的参加
①彩の国ロードサポート
②川の国応援団
＜2020年実績＞
①2回／年、参加者のべ22人
②2回／年、参加者のべ22人

＜2030年に向けた指標＞

①4回／年、参加者のべ50人　　②3回／年、参加者のべ40人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①2回／年、参加者のべ30人　　②2回／年、参加者のべ30人

経済

男性育児目的休暇取得の向上。（対象者は
子を持つ男性社員 出生前6週間から出生
後8週間以内に5日、以降小学校就学に達
するまでに3日/年）
<2021年度実績>
男性育児目的休暇率　33％
（対象人数3人　15日間の内）

＜2030年に向けた指標＞

男性育児目的休暇率　80％

＜取組開始３年後に向けた指標＞

男性育児目的休暇率　60％


